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尿 路感 染 症 にお けるT-1220の 使 用経 験

時任高洋 ・江藤耕作

久留米大学医学部泌尿器科学教室

(主任 : 江藤耕作教授)

泌尿器科領域 におけ る尿路感染症 の形 態は種 々の化学

療法剤 による細菌 学的推移,病 変お よび手 術手技 その も

のの複雑化 な どによ り,以 前 とはかな り異な った様相 を

呈 して きてい る。 それ とと もに,抗 生剤,抗 菌剤 も次 々

に開発 されて いる。

今回われ われ は富 山化学工業 よ り半合成 ペニ シ リン系

抗生物 質で,ア ミノベ ンジルペ ニシ リンの誘 導体であ る

T-12201)(Fig.1)の 提供 を うけ尿路感染症17例 に使用

し,臨 床的検討 を行な ったの で報告す る。

臨 床 的 検 討

当科入院患者17症 例に本薬剤を使用 した。 なお,期

間は昭和51年6月 ～ 昭和51年12月 の7ヵ 月間で ある。

1) 対 象

男子11例,女 子6例,年 齢 は22歳 ～75歳 である。

上 部 尿 路系(慢 性 腎盂 腎炎)は11例 で結石8例,尿 管

腫 瘍1例,膀 胱腫瘍 によ る両側尿管皮膚移植施行2例 で

あ る(Table1)。

下 部尿 路系(慢 性膀胱 炎)6例 の うちわ けは,膀 胱腫

瘍2例,前 立腺癌1例,尿 道狭 窄1例,膀 胱後部膿瘍1

例,膀 胱後部腫瘍の疑1例 である(Table2)。

なお,上 部尿路系2例,下 部尿路系3例 にカテーテル

留置 がな されて いた。

2) 投 与 法

2g×2/日10例,4g×2/日5例,3g×2/日1例,

3g×2/日 と2g×2/日 の 混 合1例 で,点 滴9例,静 注

(20%ブ ドウ糖20m1)8例 とな って お り,筋 注 例 は な

か っ た。 ま た,期 間 は5～10日 間 で,7日 間 投与 が10例

Fig. 1 Chemical structure of T-1220

Sodium 6- [D (-)-ƒ¿- (4-ethy1-2, 3-dioxo-1- 

piperazinecarboxamido) - ƒ¿ - phenylacetamido] 

penicillanate

Table 1 Upper urinary tract infections
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と最 多であ った。従 って総投与量 は20～80gで1日49

7日 間投 与の28gが 最 も多 く6例 で あった。 なお,最 多

投与量は80g (8g×10日)で あった。

3) 臨 床 効 果

i) 効 果 判 定

本来は 自覚症 状の改善の有 無 も考慮すべ きであるが,

17例 中12例 に手 術を施行 し,こ れ らはすべて術後 に投

与 してお り不明な点 もあ り,今 回は尿所見,特 に尿申緬

菌の消長を効果 判定の指標 とした。

ii) 尿 路 系 別

Table3-aに 示 す ごと くで,上 部尿路系は,著 効3例,

有効5例,無 効3例 で有効 率72.7%で あった。上部尿

路系 では,結 石を除去 した症例 の有 効率が高 く,無 効例

3例 は,両 側尿管皮膚移植術 施行2例 と,手 術 不能 の両

側腎結 石1例 で ある。

下部尿 路系は,著 効3例,有 効1例,無 効2例 で,有

効 率66.7%で あった。

全体 的には有 効率70.6%で,複 雑 性尿路感染 に対 す

る効果 としては比較的高 い ものであ ると考 える2)。また,

カテーテル留置5例 中効果 のあったのは2例 で,他 の3

例 は無効 例であ った。

iii) 総 投与量別

Table 3-bに 示 す ごと くで ある。20～29g投 与例が最

多で8例,そ の有 効率 は75%で あった。 しか し,症 例

数 が少 ないため,本 薬剤 に とって1日49, 7日 間投与

が最適 か否かは疑問で あ り,や は りcase by caseで 投

与すべ きもの と考 える8)。

iv) 起 炎 菌 別

E.coli3例 で有効率100%,Proteus 3例, 有効 率66.7

%,Pseudomonas 8例 で有 効率は50%で あった (Table

4)。Pseudomonasに 対す る効 果が期待 され たが,や や低

い よ うである。

v) 尿 所 見

尿所見 と臨床 効果の関係 をTable5に 示 す。本剤投与

後,細 菌 の消失 したのは5例 で,E.coli 2例, Pseudomonas

Table 2 Lower urinary tract infections

Table 3-a Clinical effect Thble 4 Clinical effect by causal organism

Table 3-b Clinical effect by total dose
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Table 5 Urinary findings

Table 6 Laboratory findings
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3例 であ る。減少 した例 は4例(菌 交代 し,か つ減 少 し

た2例 を含 む),不 変例5例 で,こ の うち4例 がPseudo-

monasで あ った。

原 因菌 を検出 し得 なかった3例 中,1例 は片腎で尿管

結石篏頓 による無尿 で受診 し,救 急手 術を した症 例であ

り,他 の2例 と合 わせ て術後感染 防止の意 味か ら有 効 と

した。

なお投与後のStaph. epi.は,投 与前 の状 態か ら考 えて

消失 と同様で あると判断 し著効 とした。

また,細 菌 の消失 および減少 と他 の尿所 見(混 濁,赤

血 球,白 血球)の 改善 とは,よ く一 致 してい る。

4) 副 作 用

自覚 的な もの は全 くなかった。他 覚的所見では腎機能

(BUN, Creat.),肝 機能(GOT, GPT, A1-P),血 液一

般(RBC, WBC, Hb)に つ いて投与前 後に検索を行 な

ったが本薬剤 の影響 と思われる異 常変動は認め られ なか

った(Table 6)。

ま と め

1) 本薬剤 を17例 の尿 路感染症 に使用 し,上部尿路感

染症11例 中,著 効3例,有 効5例,無 効3例 で有効 率

72.7%,下 部尿路感染症6例 中,著 効3例,有 効1例,

無効2例 で有 効率66.7%,全 体 としては17例 申12例 に

有効性 を認 め,有 効率は70.6%で あった。

2) 起 炎菌別効果 は,E.coli 100%, Proteus66.7%,

,Pseudomonas 50%の 有 効率を示 した。

3) 副作用では,他 覚的(腎 機能,肝 機能,血 液一般)

に も,自 覚的に も何 ら異常 は認 めなかった。
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CLINICAL TRIAL OF T-1220 IN THE URINARY 

TRACT INFECTIONS

TAKAHIRO TOKITO and KOSAKU ETO 
Department of Urology, Kurume University, School of Medicine 

(Director : Prof. KOSAKU ETO)

T-1220 was used for the treatment of urinary tract infections and the clinical efficacy 
was investigated. 

As the object of the study 17 cases of our clinic were selected, but they were 
complicated urinary tract infections having some basic diseases and 5 cases among them 
were the cases of indwelling catheter. 

Age: 22-75 years old. Male 11 cases and female 6 cases. As the dose and method 
of administration 2 g was administered twice a day to 10 cases, 4 g twice a day to 5 
cases, drip infusion to 9 cases and intravenous injection to 8 cases. The duration of 
administration was 5-10 days and total dose of administration was 20-80 g. 

Among 11 cases of upper urinary tract infections, remarkably effective cases (ex-
cellent) were 3, effective cases (good) 5, ineffective cases 3 and the effective rate was 
72.7%. Among 6 cases of lower urinary tract infections, remarkably effective cases 
(excellent) were 3, effective case (good) 1, ineffective cases 2 and the effective rate was 
66.7%. In total, the effective rate was 70.6% (12 out of 17 cases). 

As bacteriological efficacy, the effective rate against E. coli was 100% (3 out of 3 
strains), Proteus 66.7% (2 out of 3 strains) and Pseudomonas 50% (4 out of 8 strains). 

As for side effect mainly on the renal function (BUN, Creatinine), hepatic function 

(GOT, GPT, Al-P) and hematological findings (RBC, WBC, Hb) laboratory examinations 
were performed. However, any abnormal change by the effect of this drug was not 
observed and subjectively anything have to be specially mentioned was not observed.


